
【Ｂ】 １２．運転者等台帳

１．事業者は、業務に必要な運転者等を常時選任しておかなければなりません。
また、選任された運転者等以外に、事業用自動車を運転させてはなりません。

２．事業者は、運転者等ごとに次に掲げる事項を記載し、所定の写真を貼付した一定
の様式の運転者台帳を作成し、これを運転者の所属する営業所に備えておかなけ
ればなりません。

（1）作成番号及び作成年月日
（2）事業者の氏名または名称
（3）運転者等の氏名、生年月日及び住所
（4）雇入れの年月日及び運転者に選任された年月日
（5）道路交通法に規定する運転免許に関する次の事項

① 運転免許証の番号及び有効期限
② 運転免許の年月日及び種類
③ 運転免許に条件が付されている場合は、その条件

（6）事故を引き起こした場合または道路交通法第108 条の34（使用者に対する通
知）の規定による通知を受けた場合はその概要

（7）運転者等の健康状態
（8）輸送安全規則第10 条第2 項（従業員に対する指導及び監督）の規定に基づく

指導の実施及び適性診断の受診の状況
（9）運転者等台帳の作成前6 月以内に撮影した単独、上3 分身、無帽、正面、無背

景の写真

３．事業者は、運転者等が転任、退職、その他の理由により運転者でなくなった場合は、
直ちにその運転者の運転者等台帳に運転者等でなくなった年月日及び理由を記載
し、これを3年間保存しなければならない。

【チェックポイント】

・選任運転者等の数は把握されてますか？ ❑

・運転者等台帳には必要事項を記載（次頁参照）し、選任運転者等の人数分が
作成されていますか？ ❑

・転任・退職等で運転者等でなくなった場合、その日から台帳を
３年間保存されてますか？ ❑

項目判定

❑ 適 ❑ 否選任運転者等人数 名
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【写真の貼り付けにつ
いて】
①デジカメでのカラー
コピーでも可
②免許証で顔が確認で
きる場合は貼る必要あ
りません。

【運転免許証関係】
最新の運転免許証の
（写し）の添付でも可
能です。
（※古いままとなって
いるケースが散見され
ます。）

◎道路交通法違
反履歴、自動車
事故歴の欄は、
事業用トラック
の乗車中につい
て対象となりま
す。

健康診断結果、
適性診断結果、
指導教育議事録
が、運転者台帳
と一緒に綴じて
いる場合は、各
欄に記入する必
要はありません。

※ は記載漏れが多い箇所

14


